
　　「月刊名工研・技術情報」は１９５１年（昭和２６年）

２月の創刊から数えて、２００９年１０月号で、７００号と

なります。累計で７００号に至るまでに５８年８ヶ月の

歳月を要しました。これらの月日を振り返り、創

刊から７００号までの「月刊名工研・技術情報」発刊

を支えてくださった、歴代の読者の皆さん、執筆者

の方々、編集委員の方々に改めて敬意を表します。

本７００号の紙としての重さは、わずか１３．６ｇしかあ

りませんが、半世紀以上刊行を続けてきた歴史の

重みを感じます。戦後の復興、高度成長、バブル崩

壊、平成大不況と、時代の流れの中で、名古屋市工

業研究所として、技術情報を継続して発信し続け

たことは、意義ある大切な事です。「月刊名工研・

技術情報」は、地元名古屋の経済発展を陰で支えて

きた情報誌とも言えるでしょう。

　当初は単色刷りＢ５版であったものが、今はカ

ラー刷りＡ４版になり、現場の役に立つ分かり易い

情報誌として、皆様のお手元に届けられています。

印刷物以外の媒体では、インターネット上で、「月

刊名工研・技術情報」の最新号およびバックナン

バーのＰＤＦ版がご覧いただけます。

（ＵＲＬ＝ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／

　ｍｅｉｋｏｕｋｅｎ／ｍｅｉｋｏｕｋｅｎ．ｈｔｍ）

　技術が進歩し、ＧｏｏｇｌｅなどのＷｅｂ検索により、

必要とする情報が含まれた電子化ファイルを短時

間で入手し、ディスプレイ上で見ることが誰でも

できる時代になりました。しかし、そのようなＷｅｂ

万能時代になっても、紙にインクで印刷した媒体

を直接手にとって見るという、目に優しい、閲覧性

に優れた長所は、決して無くならないと思います。

　現在、「月刊名工研・技術情報」は一部合併号の

形をとって月１５００部を発行しています。読者の皆

様には、「月刊名工研・技術情報」に対するご意見

を、遠慮無くお寄せ下さい。

　なお、「月刊名工研・技術情報」以外の刊行物と

して、業務年報、名古屋市工業研究所研究報告、業

務案内なども発行しています。

　これらの紙誌は名古屋市工業研究所としての事

業紹介や利用のご案内、研究成果の普及や公開の

ため、印刷物として継続発行しているものです。

併せてご覧いただけると幸いです。

　「月刊名工研・技術情報」が１０００号となるには、

あと３０年ほどの年月が必要です。その頃の日本は、

名古屋市工業研究所はどうなっているのでしょう

か？　中小企業に対する技術支援を継続して行う

という名古屋市工業研究所の使命は３０年後も無く

ならない、そうありたいと願っています。

（材料化学部長　粟生　雅人）
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「月刊名工研」７００号を記念して
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　今日では航空機、自動車、原子力プラントなど、

高度な安全性が求められるシステムの制御には、

広くコンピュータ技術が利用されています。従っ

て、コンピュータが危険な振る舞いをしないよう

にソフトウェアを開発することは重要な課題です。

名古屋市工業研究所ではソフトウェアのハザード

分析に関する研究を行っています。ここではその

概要をご紹介します。

　ハザード分析（Ｈａｚａｒｄ Ａｎａｌｙｓｉｓ）とは、対象

とするシステムに存在する危険源（ハザード）を特

定し、その原因やシステムへの影響を明らかにす

る作業のことです。このような作業はシステムの

安全を実現するために行われますが、その一環と

してソフトウェアを対象にハザード分析を行うこ

とがあります。

　ハザード分析の代表的な手法としてＨＡＺＯＰ 

（ＨＡＺａｒｄ ａｎｄ ＯＰｅｒａｂｉｌｉｔｙ ｓｔｕｄｙ）があります。

もともとは化学プラントの安全性を分析するため

の手法として開発されました。現在ではＩＥＣ６１８８２

として国際標準化されています。

　ＨＡＺＯＰでは、システムの仕様書や設計図などを

元にシステム内の「流れ」（例えばプラント内の化

学物質の流れなど）に着目します。次に、その対象

の物理パラメータ（温度、圧力、など）が、正常な

状態からどのように逸脱しているかを、ガイド

ワード（ｇｕｉｄｅｗｏｒｄ）と呼ばれるキーワードを元に

検討します。例えば“ｎｏ（ない）”、“ｍｏｒｅ（多い）”、

“ｌｅｓｓ（少ない）”など、様々なキーワードがありま

す。そして、分析対象、物理パラメータ、ガイド

ワードを元に、その組み合わせが何を意味するの

かを考えます。例えば「ある部分を流れるある物

質の温度がｍｏｒｅ（多い）」とはどのようなことで、そ

れがシステムにどう影響を及ぼすのか、それがど

のようにして生じるのか、そして、それにどう対処

するのか、を検討します。最後に、検討結果をまと

めます。

　ソフトウェアの場合、データの流れ、制御の流れ

などが存在します。そこで、それらを流れとして

考えることでソフトウェアに対するＨＡＺＯＰを実施

できると考えます。例としてＯＳ機能（タスク起動）

の分析例を表に示します。

　ハザード分析の実施に伴う課題も存在します。

例えば、分析の入力として与える仕様書や設計書

の品質をいかに保つかという問題です。入力文書

にモレが存在すると、その項目が分析対象として

検討から外れてしまいます。また、曖昧な表現を

含むことにより誤った解釈に基づく分析を行う恐

れが生じます。

　工業研究所では、入力文書の解釈の曖昧さを除く

手段として、ＵＭＬ（Ｕｎｉｆｉｅｄ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ Ｌａｎｇｕａｇｅ）

などの標準的な記法あるいは数学的な意味定義に

基づく記法を用いて仕様を記述し、それを分析に

利用する試みを行っています。また、分析に関す

る各種の活動も行っています。対外発表として、

昨年１１月にＯＳなどのコンポーネントソフトウェア

に対するハザード分析の適用事例を�、また今年７

月にＺ記法（ＩＳＯ／ＩＥＣ １３５６８）を例に形式仕様の利

用についての検討結果を報告しました�。さらに教

育活動として、昨年１２月のセミナでは状態遷移図

及びシーケンス図を、また、今年８月実施のＵＭＬ

研修ではシーケンス図を利用した分析の実習を行

いました。この分野にご興味のある方は是非ご相

談ください。

（参考文献）

�　斉藤直希、他：コンポーネントソフトウェアに

対するハザード分析手法の検討、第５回システ

ム検証の科学技術シンポジウム予稿集

�　斉藤直希、他：安全関連システムのためのＯＳの

検討、安全工学シンポジウム２００９予稿集

（情報・デバイス研究室　斉藤　直希）
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表　ソフトウェア（ＯＳ機能）の分析例

対　　策原　　因解　釈ガイド
ワード

分析
対象

�ＩＤチェック
�要求回数の管理
�割込みの抑制

�ＩＤ不正
�タスクが実行中
�割込みの頻発

指定タス
クが実行
しない

ｎｏ
タスク
起動要
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　名古屋市工業研究所では、昨年度より（財）名古

屋都市産業振興公社 プラズマ技術産業応用セン

ター（以下ＰＬＡＣＩＡ＊）と共同でプラズマ技術の産

業応用に取り組んでいます。ＰＬＡＣＩＡは、「愛知・

名古屋地域知的クラスター創成事業」（ナノテクを

利用した環境にやさしいものづくり）による研究成

果等を活用して、中小企業の技術革新、当地域の産

業振興を目的に設立されました。

　ＰＬＡＣＩＡが事務局を務める「プラズマが拓くも

のづくり研究会（ＰＬＡＭ）」では、プラズマ技術の

産業応用に関心のある企業が会員となり、講演会

などによる情報提供やＰＬＡＣＩＡが保有する機器を

利用した技術支援を受けることができます。なお、

会費は無料となっています。この中で、共通の技

術分野に興味を持った企業が研究部会を作り、ひ

とつの技術課題について検討を行っています。

　著者のグループは、「表面処理研究部会」に属し、

その中で金属の窒化に注目した「窒化分科会」を立

ち上げました。ここでは５社の企業とＰＬＡＣＩＡ、

名古屋市工業研究所が協力して、窒化に関する技

術開発や産業応用に取り組んでいます。技術開発

では、ＰＬＡＣＩＡが所有する「電子ビーム励起プラズ

マ装置（ハイパーナノコーティング装置）」（右上写

真）を利用し、鉄鋼材料を中心とした金属材料の窒

化の実用化を目指しています。

プラズマとは？

　プラズマとは、物質の第四状態とも呼ばれるも

ので、中性分子と正イオン、電子が混在した非常に

活性化した状態です。一般的に物質の温度を上げ

ると固体から液体・気体へと状態が変化します。こ

れを物質の三態といいます。気体の状態から温度

をさらに上げたり、電界をかけたりすると「電離」

が起こり、「プラズマ」状態になります。

身の回りにあるプラズマ

　太陽やオーロラ、かみなり、ろうそくの炎などが

あります。プラズマを利用した商品としては、蛍

光灯やプラズマテレビなどがあります。

プラズマで何ができるの？

　プラズマを使った産業応用として、微細加工・薄

膜合成・表面改質・殺菌・滅菌などが考えられ、一

部実用化されています。微細加工では、ナノメー

トル（１０億分の１メートル）単位の極めて微細な加

工を施すことができ、ＵＬＳＩ（大規模集積回路）の

配線溝などのエッチングに応用されています。薄

膜合成では、基板上に、太陽電池のシリコン、耐摩

耗性に優れたダイヤモンドライク・カーボン、撥水

性に優れたテフロンなどの新しい皮膜を堆積する

ことができます。表面改質では、金属の表面を酸

化させ絶縁層を作ったり、窒化させて硬化層を

作ったりすることができます。

　注目されるプラズマ技術ですが、産業応用の面

ではまだ課題がたくさんあります。これらを解決

するために、当所ではＰＬＡＣＩＡと共同で応用技術

の研究開発をおこなっています。プラズマ技術に

ご興味がございましたら、お気軽にご相談ください。

（金属技術研究室　毛利　猛）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９８６８

＊プラズマ技術産業応用センターのホームページ
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図　電子ビーム励起プラズマ装置
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ＴＥＬ
ＦＡＸ

（０５２）６６１－３１６１
（０５２）６５４－６７８８

「先端技術フォーラム２００９名古屋」の開催について

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

　日本で一番元気な地域と称され、この先に不安など一切無いように思われた時期が幻のごとく消え去り、景
気は一気に底へと向かって動きました。そんな中で、政府の支援策も功を奏してか、一部に回復基調も見られ
るところですが、まだまだ予断を許さない状況です。名古屋地区がモノづくりの中心として再びその地位を取
り戻すためにも、景気回復に向けて技術の蓄積・伝承が重要になっています。ここまで発展を支えてきた鋳造、
鍛造、めっき、プレス加工、金型などの基盤技術が、今後もモノづくりの原点にあることは間違いありません。
厳しい雇用情勢のなかで、それらの技術を持った技術者をいかに育てるのか。技術者確保ができなければ、企
業の存続は危ういでしょう。
　今回、最新の加工技術を紹介していただきながら、景気低迷の中でこれからの飛躍に向け、今何に力を注い
だらいいのかといったお話も伺い、将来への展望を考えていきたいと思います。多数の皆様にご参加いただき
ますようご案内申し上げます。
 　

　

平成２１年度　名古屋市工業技術グランプリの募集
　
　名古屋市では、当地中小企業の技術振興及び経営の活性化を促進するため、新技術・新製品等の開発事例に
ついて表彰等を行い、企業体質の強化を支援するとともに、それらの新技術・新製品等の開発の普及に努めて
きました。本年度も、第１４回名古屋市工業技術グランプリとして中小企業を対象に、すぐれた新技術、新製品
を募集しております。（応募締切：平成２１年１０月３１日）
　詳細は当所ホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／ｇｒａｎｄｐｒｉｘ／Ｈ２１＿ｇｒａｎｄｐｒｉｘ＿１．ｈｔｍ）を
ご参照頂くか、（財）名古屋市工業技術振興協会　技術部（ＴＥＬ：０５２－６５４－１６３３、Ｅ－ｍａｉｌ：ｇｉｊｕｔｕ＠ｍｅｉｋｏｓｉｎ．
ｃｏｍ）までお問い合わせ下さい。

１．開催日時
　　平成２１年１１月１９日（木）１３：００～１６：２０
２．会場
　　名古屋市工業研究所　ホール
３．事業内容
�テーマ
　　「飛躍のためのモノづくりの原点」
�講演内容
・「素形材ものづくりのロードマップについて」
　名古屋大学大学院工学研究科
　　　　　　　マテリアル理工学専攻

　　教授　石川　孝司　氏
・「塑性加工ＣＡＥの現状と熱処理・切削への応用」
　株式会社ヤマナカゴーキン
　技術部ソリューションエンジニアリングＧｒ．

　　グループリーダー　金　秀英　氏
・「ものづくり中小企業の生き残り戦略」
　　　協和工業株式会社　代表取締役社長

　　鬼頭　佑治　氏 

４．参加費
　　無料
５．申込締切
　　平成２１年１１月１２日（木）
６．主催
　　名古屋市工業研究所
７．問合せ
　名古屋市工業研究所
　　「先端技術フォーラム２００９名古屋」事務局
　ＴＥＬ： ０５２－６５４－９８６１（児島）
 ０５２－６５４－９８８０（山田）
 ０５２－６５４－９８７４（加藤）
　ＦＡＸ： ０５２－６５４－６７８８
　Ｅ－ｍａｉｌ：ｆｏｒｕｍ＠ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ

８．申込み（下記ＵＲＬを参照ください。）
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／ｅｖｅｎｔ／
ｆｏｒｕｍ２００９．ｈｔｍ


